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古事記槪論といふ以上 
な ^ れば な 
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敢てし 

事で ある。 考慮 深 沈、 而し 
が 疎懶 なる、 思 ひ 付いて 直 
た 處が ある。 自分ながら 
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の全體に涉る忍想又は少くとネ根本的な 
と史書である。之れに對して槪論をいふ 
大要を 抄譯 せんとなら ば 決して 難事で な 
の 努力を 要する。 佘は 決して 成功せ ぅと 
六月 ^ 至る迄.月にー囘、ー時間、併せて六囘 
じ f 古事記を 中心として 見た る 日本 精神 j と 
考證、 字句の 講義な どは 國學 者の 能くな す 
本 精神と いふ 以上に 於て は當然 吾輩の 仕 
此 種の 如き 結果 k 到達した。 けれども 余 
筆記するとをしない爲め、往々 ^ して忘れ 
ふて 居る。』 



古事記 槪論 ■一 

一 古事記の 文章は 日本の 同化 力を 象徵 する 

* 

古事記は漢文の旣に發達せる後に密かれたものである。元明灭皇和銅五斗に 
成つたとして聖德太子の十七條憲法制定を去ると百八部。繼體天蛊六ハ小 11 濟五 
經 博士 段 楊 爾の來 たのは 更 R 其の 前、 九十 ニ牟 。日本 ^ 紀 の出來 たのは 和 蘇 五 A 
から 数へ て 九 年 目。 乃ち 漢文 全盛の 時代に 於て # かれた ^- 。 而して :|| ハの 文體は 
一 稀 特別 だ。 乃ち 日本語で # いたの だが 文字がない から 漢字を 借*^ た。 而も 淡 
字の盘味を借6、又場合に由*^ては音を借6た。又漢文の轉倒を借6て「てにをはー 
關係を 明かに せんとした。 例へ ば 

天地 初 發之時 。於 • ?.>!* 天 原 成 神 名。 天 之 御中 主神。 次 商 御 產 m 日 神。 次 刺 產 

m cl 神。 此三柱 神 者。 並獨神 成坐而 。隱身 也。 

と あるの 見る と。 「於 高天原」 と 「隱身 」と は 漢文の 轉 倒を 借ぅた ので ある。 「成 神 名」 は 
漢文と しては 讀め ない。 唯 漢文の ゴ f ぅた 文で ある。 •而も m 子の 成で 【な-' 



咬せ る」 と讀 ませる の だから 隨分 無理 だ。 產を 〖むす」 とい ふのは 意味を 借ぅて 固存 
名詞に用ゐたのである。 又 

次 國稚如 浮脂而 。久羅 下 那洲多 陀用幣 琉之 時。 如萆 牙。 因萠騰 之物而 。成 
神 名。 宇 麻 志阿斯 訶備 比古遲 神。 云々」 

『而 j を 「て」 と讀む は 「しかして」 と連耠 する のを 略した ので ある。 其の 常時 漢文を 讀む 
ものは「而」を「しかして」と諧んで居たのであらぅ。少くと 4 しかして」の竞として居 
たので ある。 久 羅下那 洲多陀 用幣琉 は 純然 音を 借ぅた ので ある。 又 

於兑 天神 諸 命以 。詔 侨 邪那岐 命 伊邪那美 命 ニ 柱 神。 修 t •固成 造 多 陀用幣 琉 
之阈 。賜 天 沼矛而 。言 依 賜 也。 故 ニ 柱 神 立 天 浮橋而 。指 下 其 沼 矛。 以带： 渚。 
鹽許 袁呂許 袁呂邇 畫鳴而 。引 上 時。 自其 矛末垂 落之鹽 。思 秸成 1¢ 。 足 淤能 
莊呂吣。 於 其 嶋 天降 坐而 。見 立 天 之 御 柱。 見 立八尋 殿。 於 赴 問 其妹价 邪那 
美 命日。 汝身漭 如何 成。 答 日。 吾 身 渚 成 成 不成合 處ー處 在。 

文 京と しては 不十分の もの だ。 何ん となれば 著 溝の 思 ふが 如くに 諮んで 吳れ 
ろと いふ ことは 出來 ない。 今： n の讀み 方は 恐らく 著 溝の 讀ま れん 乙 とを 希望し 

古事記 槪論 三 



^{ ^ s 槪論 l 
て 居る 者とは 異ふ だら ぅ。 幾 f に il れ る。 唯 著 米の 思 ふが 如くに 你 校す 

めした。 典 點に 於て は 巧妙なる 者 だ。 恰度 支那の 古文 ヵホ ッリ •ホ ッ リと马 を1 
して居るやぅなものだ。後世の漢文は冗漫で言葉通ぅ ^ 字を下すが、小 , ;' 义は !1 , 來 
る限6畨いて了ふ。其れで圾て竞味が分る。古事記の文窃は古色芥然として居 
る。 尤も 古事記 許 ぅでない。 出 雲 風土記、 播辦風 土 記な どの 文 も で岁る 
此の 如き 文體が 日本に 出來 H のは ロ 本の 同化 力を 示め す f い はねは 
ならぬ。 日本の S は 佛敎を 同化し S を 同化し、 耶蘇 敎を 同化し， 共 1 M 
匕し 了らん として I 。 排 すべ— 排し 、採る ベ— 採る J 本の 此の— 的な 
る、 而も 確乎たる 一:® の 上に 之を 行 ひ f のは 郎ち士 霊の 文體が 漢文で なく U 
本 語で あつて 漢字 漢文を 駆使す るのと 同じ 動機で あるので ある。 日本 最 S 塍 
§ ち！：： 本の 聖典が 此の Is かれて f と H ミ 本の— 獨立 的な 
る氣 分を 示め す ものと 謂は ねばならない。 

言葉ょ 日本，^ ては 言 靈と いふ 位ー秫 靈妙 不可— なる 忠と3 れて 居た。 古代 



は 言葉に 闪 6 て 凡ての ことが 傅 へられた。 グ* ダの 架 歌、 日本の 歷史， 舯 諸、 猶太の 
傅說 何れも 祓雑 なる ものであるが 4 から耳へと傅はつたものだ。言語を敢前す 
る现 由は 此 に在る。文字なき時代 ^ は言語は货に见想代表の絕對機關であつた。 

ヨハネ 傳 に 日く。 

T ⑶ 

<太 初に 言 あ 6。言は神と偕 ^ あ6、言は卿な6き。 この言は太初 12: 神ととも 

H) 

R 在 6。 〃前の物これに出ぅて成6、成6たる物に1つとして之にょらで成6 
たるは. なし。 ^之 に 生命 あぅ、 この 生命は 人の 光な 6 き、 (s f nworo o 
言は 神と いふ。 言を 以て ー秫靈 妙の 力 あ 6 となした のは 明かで ある。 又 ヨハネ 
の 第」 の 書に 

± ( 初ょ 6打6し所のもの、我らが聞きしところ，目にて見し所，つらつら见て手 
觸 ぅし 所の もの、 卽ち 生命の 言に つきて 云云 - 
と ある。 茁 葉 集に 

をら みつ 日本の ^ は皇 神の 嚴し き阈、 言 靈の 幸は ふ國と 語*®' 繼ぎ、 言 a 繼げ 6。 

云云 

古事記 槪論 ，..，五 



古事記 槪論 

敷岛の 日本の 國は 事靈の 佐く る阈云 云 

如可こ古人が言語を靈妙視したるかを知るべきだ。是の故 ^ 3の_語を # す 
るは 國民 ブラィ ドの 根柢を 奪 ふこと になう、 重大 問 題だ。 日本の 歴史が 耳で 聞け 
ば 日本の 言葉、 目で 見れば 一種 特有の 文體で 書かれて あると エ 乙とは 日本の a 
主 獨立的 態度を 象徴した うとい ふべき である。 

ニ 生々 思想と 宇宙 發展の 次第 

外國 語の 自然 (Nature) は拉典 語の 「生む J for から 出た もので、 生々 發展を 意味す 
る。 外國に て も 宇宙は 生々 發 展の狀 態に あると いふ 觀 念は 昔し 力ら あつたので 
ある。 日本人 も晋 しから 此の 觀 念を 有つ て 居た ので ある。 S 記の 開卷 第一に 
天地の初發の時に成うませる神の名は云云とあるのは卽ち之を示めすものであ 
る。 殊に 其の 次ぎ に氧对 の 如く 萌ぇ騰 る 物に 因うて 成 4 せる 神の 名は と ある 
のは 葉 牙の 如く 自然に 生々 せる 物— 體 として 神が 生れ 出た とい ふので 最も 善 
く 生々 觀を窺 ふこと が出來 る。 神 自身が 生々 的 過程？— 3* ffQ pscess, weaen vorgang) 



に ft $ て發生 したので ある。 宇宙は 不斷の 生々 的 過程に あるので ある。 

生々 が 根本的 過程を なして 存在す る rJ とは 古代の 一般 思想で あつた。 「成う ま 丨 
せる 神」 とい ふ もの 頗る 多い。 「生 /; ませる」 とい ふと 〖成 $ ませる」 とい ふは 自然と 人 
爲 との 差が あるが 「生み ませる 」を「 なう ませる」 と 訓んだ 所 も ある。 男女 ニ 神が 生ん 
だとすれば人爲的だが身體各部の上 ^ 生成した*^と见れば自然的である。卽ち 
n 然的 生々 の觀 念を 窺 ふ rJ とが 出來 る。 例へ ば 伊邪那美 神が 火 之迦具 土神を 生 
みたまへ るに 因うて 美 蕃登炙 かえて 病臥せられ し 時の 乙と 

多具珊に生6ませる神の名は金 11| 毘古神。次ぎ ^ 金山毘賣神。次ぎに扱に 
成. CN ませる 神の 名は 波邇 夜須 觅*神。次ぎ ^ 波邇夜須毘賣神。次ぎに尿に 
成 6ませる神の名は彌都波能賣神。次ぎ ^ 和久產巢日神。 
とあるは明かに生々的過程を標徵するものである。又男神十拳劎を拔いて其の 
子迦具 土神の 頸を 斬うた まひし 時 

其の御刀の前に着ける血、走つて湯律石村 ^ 就いて成うませる神の名は石拆 
神。云云次ぎに石筒之男神。云云次ぎ ^ 御刀の本に著ける血名亦走つて餳 

古事記 槪論 七 



古事記 槪論 < 

雄石村 ^ 就いて成6爻せる神の名は甕速日神。云云次ぎに御刀の手の上に 
集まれる 血が 手の 俣ょ*^ 漏れ 出で、 成 かませる 神の 御名は 闇 游加美 神 云云 
も同樣 である。 更に 殺す 所の 迦具 土神の 

頭に成$爻せる神の名は正鹿山津見神。次ぎ ^ 胸に成ぅませる神の名は淤 
縢山津見神。次ぎに腹に成ぅませる神の名は奥山津見神。次ぎに陰 ^ 成6 
ませる 神の 名は 闇 山 律 見神。 次ぎに 左の 手 R 成 6 ませる 神の 名は 志藝 山津 
見神。 次ぎに 右の 手に 成 6ませる神の名は戶山津見神。次ぎに左の足に成 
$ませる神の名は原 1-11 渾见神。次ぎ 12: 右の足にな6ませる神の名は戶 |11 捃 

見神。 

名 同樣 である。 此種 のことは 未だ 澤山 ある。 殊に 男 神が 豫母都 志許賣 R 逐はれ 
黑き 御鬉を 投げ 棄て給 ひし かば 蒲 子を 生ぜ 6 とい ひ、 櫛ょ ぅ笋を 生ぜ ぅとい へる 
が 如きは 其の 著る しき 者で ある。 最後に 女神 自ら 男 神を 追 ひ 來 6 千 引 石を 黃泉 
比良坂 ^ 塞ぎ、其の石を中に置きて相ひ對立し應答があつた。女神は一日に千人 
を絞殺せんと言ひ、男神は然らば一日に千五百の產屋を立てんといふ。是れから 



一日 千 人 死し 千 五 百 人生る とい ふ。 是れも 亦 生々 思想の 結果と いふべき である- 
男神、女神の軍に追はれて逃れ去6黃衆比良坂の坂本に到れる時、其の坂本の桃子 
三 個を 取うて 待ち 擊ち給 ひ しか ば 悉く 逃げ 返へ ったと いふ。 此れは 桃の 陽を 示 
めしたものであらう。桃は桃太郞に由つて一種の神祕的傳說を有するものなる 
が 桃 太 郞の男 性的なる 所と 相 ひ 對して 然か 感ぜ 3るを得ない。 

而も 古事記に 依うて 見れば 此の 生々 的 過程の 內 から 次ぎ 次ぎ ^ 神が 現は れ來 
う 伊邪那岐、 价邪那 美の 男女 ニ 神に 至った。 ニ 神は 天神の 命を 以て 國土を 經營し 
大 八洲を 剑 立し 給 ふた。 乃ち 生々 的 過程なる ものは 眾な る變遷 ではなく、 理想 赏 
現で あるので ある。 英語の. Evolution の 原義に- 近い ものである。 普通 此字を 進化論 
と譯 し。 容觀的 偶然 的の 意味に 解釋 3れ て 居る が、 原語の 竞味は evolvoHex + volvo 
で內に 在る 溝が 外に 展開 ^ れ るの 意味で ある。 卽ち 先天的 內在 的に ある 理想が 
货現する意味 ^ 解釋すべきである。 乃ち 日本人の 生々 觀 は簡取 なる 活動 觀 では 
なく 现想實 現の 生々 觀 であるの である。 

更に 口 本 古代の 生々 觀を 證叨 すべき 者は 神の 名に 生々 の 意味 ある もの あると 
古事記 槪論 九 



古事記 槪論 1 C 

是れ である。 商 御 滞 - m H 神と 神產 见1=神とである。產览(ひす)は「苔 1/ す」の 1; す」で 
卽ち生產發生を盘味する漭である。 31 に之を分析すれば「ひす」の【む」は【ぅむーの【む‘ーで 
ある。 英語の 子 常 ( womb ) と發 音が 似て 居る。 堀秀成 及び ゲント 流に すると 何等 
か 關係が あるか も 知れない が 明 力で ない 

独に 日く。 堀 秀 成と •ゥン トとを 同列に する は 吾浓 R も 似合は ないやぅ だが 
ー珊 あるの •た 堀 秀 成は 音韻に 付いて 感情的 綜公的 判斷を 下した もの。， ゥ 
ソトは勿論硏究的態度を取れる漭。其の著民族心洲舉( < 611^11^ $1 1010 吳 )1 ー .： |1 語 
の部に兑ゆ。兩溝共に言語の竞味を發拇せんとした。此點に於てー致して 
尻 る。 堀 秀 成の ^ は 三十 餘ハ小 前 余 n ら全部 筑寫 して 余が 家に 藏して 尻る。 

生々 は n 然で ある。 神爲 又は 人爲 とは 違 ふ。 へ ブラィに 於て は 唯一の 神 あ*^ 
足れが 一切を 创造 したので ある。 今 北 ハの 创造 の過稃 を 取ぅて 之を 日本の それと 
比較するは興味ある乙とである。 ill 世 的の v^ yr JC 日く 

"始めに神天地を创造た爻へ6。"地は定形なく膦空くして黑暗、淵の面に在ん 
神 の靈 * 水の面を 橙 a たりき。 神 光 あれと 言 a たま a ければ 光 あ $ き。 神 光 



$: 善と 觀たま へう。 f 光と陪 を 分ち たまへ う。 神 光を 迸と 名け 暗を 夜と 名 
け它ま / う。 夕 あう 朝 あう き。 公 れ首め の ロな-^。 離 言た ま a ける は 水の 屮 
R ^ 芥 あうて 水と 水と を 分つべし。 七 神 穹蓊を 作 6 て穹 芥の 下と ^ 芥の 上の 
水と を 判ち た ^ へう。 卽ち斯 くな* ^ ぬ。 神 ^ 芥を 天と 名け たまへ 夕 あ 
う 朝 あ-^ き。 赴れ ニ n な 60 九 神 言た ま a ける は 天の 乙の 水は ー處に 集ま 6 
乾ける土顯はるべしと。卽ち斯くなうぬ。神乾ける土を地と名け水の集ま 
れるを 海と 名け たまへ 神 之れ を. # と觀 たまへ 神 言 ひた 咬 a ける は 
地は货草と货龊とを生ずる革蔬と其の類に從ひ果を結びみづから核をもつ 
所の果を結ぶ樹を地に發出すべしと0卽ち斯くな6ぬ。云云 
此れから 迸 夜が 別れ、 = ;3 湿が生じ、负ね宵し、家畜發し、人も亦见はれる。何れも 
神の 所爲 である。 日本の创造は之れと異な办、大體が，=然である。共の點は異な 
る けれども 又 似た 所が ある。 

註に日く。服部中谢は宣長の說 ^ 從ひ、一切踮物の生々を以てニ神の淹靈(ひ 
すび)に歸した。 日く。 此の 一物 ( n 本钟紀 に 天地 初 判。 一 物 在 於虛中 。狀貌 

古琳 r na 槪論 一一 



古事記 槪論 一 II • 
難言とあるもの)の虛空に初めて生れるょ$始めて次笫に笫十圆の如くに成 
ぅ了るまで乙れ皆悉く高御產旗=神、神淹见ロ神の產靈にょ6て生成るな6。 
其の 產靈 はいと もい とも 靈く奇 く 妙なる ものにして 3 らに世の尋常の卵を 
以て 測 6 知るべき 限に あらず。 云云と。 哲學 的宗敎 的の 見解で あって 興味 
ある 者で あるが 彼れ 等の 特 見であって 一般論では ない。 

卽ち兩者业ハ ^ 天地が初めて開けたとするのはー致して居る。次ぎに阈稚くし 
て泞き脂の如くして久.羅下那洲多陀用幣琉といふは「地は定形なく曠空くして黑 
暗、淵の面に在6云云」と似た6。共に液體狀態を想定して居る。次ぎに否阈にて 
は 其の 中から 神の 發生 する 者 あ*^ となせ るが 辦 太は 神の 靈 水の面を 稷 ふとして 
居る。次ぎに豐雲野神は豐はー多きと蕓は「乙もる{」野は【£で「たまること」にて泥土 
の 一方に 凝集せ る 意で ある。 宇 比地邇 神、 須比知 = 邇 神。 湿 土とは 汴き 脂の 如くな 
5 物の 潮と 土と 混ぅて 未た 分れざる を 云 ひ， 沙 土とは 其の 潮と 土と 漸く 分れた る 
をい ふ。 牯 _ 角代 神. 活代 神。 「っぬ r ひ」 とは 神の 御 形の 生 6 初めた まへ る ft なぅ。 
萃な どの 生*^ 初る を 「っの ぐむ」とはいふは此の神の名と全く同じ。云云活代は生 



活動を 初る 由の 御名な 6。 llliij 意富 斗 能 地 神。 大 斗乃辨 神。 此ニ 柱の 御名は 彼 地 
と成べき物の凝成て國處の成れる由にて、其 ^ 男女の尊稱を附たるなぅ。|淤母 
陀琉 神。 不足 處 なく 具 ぅと、 のへる を云頃 凡そ 此 等の 意味を 以てへ ブライの 其 
れと 比較す ると 興 ^ 力 ^ る。 

斯の 如き 一致は 偶然で あ ち 心理的 自然で ある。 佛敎 R 於ても 勿論 似た ものが 
ある。 長 阿 含經に 日く。 

水變爲 天地 ‘ 

と。 祕 藏寶鑰 k 日く。 

夫 虛寥廊 。含 萬 像。 越大氣 。大氣 巨 叙。 泳 澄 孕 千 品。 受 一水。 誠 知 一 爲百 
千 母。 

と。 圓悟心 要に 日く。 

天地 未 形。 生佛未 分。 湛然凝 寂。 爲萵物 之 本。 

と。 唯 吾が 國 に せよ。 へ ブライに せよ。 天地の 發 生よ 6 次第に 人間に 至る所。 
其處に 國 民の大 なる C 負 心が ある。 へ ブライは 唯一の 神を 信じて 萬 事を 其の 行 
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爲 k 歸し 、終に 宗敎阀 民と な 6 了つ た。 吾が 阈は 之を 自然に 歸し， 後に 發生 せる 神 
々の 偉大なる 行 爲を認 めた。 之れ がた め 現世 的國 民と なぅ 了つ た。 へ ブラィは 
古 ^ 古に溯$て神の大なるあ6、吾が阈は後に向つて現世を發達せんとする。斯 
く 相 ひ 異なる にせょ。 ニ阈民共に典の神話的傅說の正大なるを見るのである。 
彼の 支那の 如きは 神話と しては 極めて 贫弱 であ々、 共の 上天 皇地皇 人皇の 傳說は 
あるが 以上の 如き 正大なる ものはない。希臘の刷話 ^ 於ても吾人は天地の创造 
ょ 6 諸 神の 發生に 至る を 見る。 而も 吾が 阈と 同様 宇宙の 自然 的 生々 を 認め ^ の 
結果と して 一切が 创造 せらる となす ので ある。 けれども 希臘に 於て は 之を 以て 
民族の由來を說明するの觀念が甚だ乏しい。古事記の如く代表的で自主的精神 
を 示め す 者がない。 C へ シオ ドス ( Hes c - dos ) の 詩、 1'112ラ11 0 , (神の系譜)及びー般にホメ 
丨ロスの詩は许來の傅說であつて又後世希臘の神話を論'ずる渚の资源である)而 
して ホメー TJ スの詩 は阈民 的 G ： 负心 の對 象では あるが 詩 其 者と しての 大作で あ 
るの みで、 阈家の 出 來を說 明す る 若と しての 神話の 自负すべき漭がない。少くと 
も 其の齊 物がない ので ある。 避れ 亦 吾が _ と大に 同から ざる 所で ある。 



三 正系 的 思想の 發揮 

生々 主義の 發展 と共に 正系 的 思想の 發拇が 古琪 記の 根本た る ことは 明かで あ 
る。 へ ブラィの 神話 も亦此意味ある乙とは固ょ6である。 否 寧ろ 其の ifk 於て 
詳細 精確なる 名の あ 6 とい ふべき である。 然る に0 ら 全知全能な 6 と稱 する 所 
のエホパが代々.の司配渚に顯はれ、訓戒指群するがために、へブラィの全歷史は殆 
んど此の唯一神の活励の舞基の如くに見へる。然るに日本に於ては代々の神人 
其者の活動が主となるのであつて、太卜を以て天神の竞を問ふ以外に於て天神の 
顯示 訓戒 等の ことは ない。 足れが 又獨 太の 宗敎阈 段と 日本の 现世國 民との 異な 
る處 である。 

古事記に據れば /4 世ー系の系統は極めて明瞭である。世々の神人は社舍活動 
の中心である。絕對的の權威を以て君臨せらる。支那古代の神話的時代 ^ 於て 
何等中心的民族なく混々沌々として茁后の相ひ軋櫟するとは全く共の竞味を異 
にする。乃ち古事記ー窖は！：：本阈體の兆礎を定める所の密であるといふべきで 
古事記 槪論 一 五 
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ある。 神の 系譜で あ々、 天皇の 系譜で あへ 乃至は 人民の 一般的 系譜で あるので あ 
る 0 

* 事 記は 大國 主神を 述ぶ ると 頗る 詳か である。 大阈 主神は 素盞嗚 筇の 系統で 
ある。兄弟八十神。呰稻羽の八上比賣に婚せんとの意があつた。而して大國主 
神が 帒を负 はせられ 從者 ^ 3 せられた乙と、蓬と和邇の傳說、八上比賣、八十神に歸 
せず して、 大國 主神に 歸し /\ 十神怒ぅて之を殺3んと畫策せる<等敍して詳かで 
ある。卽ち大國主神が大八洲に於る唯ーの勢カ家であつたことは明かである。 
古事記の 書き方は 頗る 面白 い。 大阈 主神を 敍し 了つ て 行を 更め 

天照大神 之命以 。豐 葦原 之 千秋 長 五 百 秋 之 水穂國 者。 我 御子 正 勝 吾 勝 勝 速 
日 天 忍 穗耳命 之 所知國 。言 因賜而 。天降 也。 

と 言 ふて 居る。 正 3 に是 れ靑 天の 霹靂。 正義の 聲 。天祖 以來經 營し給 ひし 阈で 
ある。 天孫の 統治ます ますの が 至當 である。 高天原に 於て 種々 評議 發動 後、 最後 
k 天 尾羽 張 神 及び 其の 子 建 御 雷神を 遺は し 給 ふた。 ニ 神 出 雲の 國 R 之き、 大國主 
神に 問 ふて 言は く。 



天 照大御 神、 高木 神 之命以 。問 使 之。 汝之 宇志 波祁 流。 葦原 中國 者。 我 御子 
之 所知國 。言 依 賜。 故汝心 奈何。 

{天 照大御 神と 高木 神® 1 産) との 命で ある。 問は しめらる。 汝が ぅしは ける 
葦原の中つ國は我御子の知ら ^ ん國と仰せられしが汝は何んと思ふ。) 
【ぅしはく」と「しらす」に就いては前者は私的、後者は公的の差がある。 兩者 全然 區別 
なしとの 說も あるが 後世の 使用例は 一して 公私の 別 あらざる はなしと 謂 ふべき 
だ。 今 其の 繁を 恐れて 玆 に略する。英語に20<。3と” 2. 03 11との差がある。 日本の 
天皇は しろしめ 3 れつ、あるのである。ぅしはけるのでない。故 ^ 天皇の政治 
は 赤き 淨き 直き 心を 以て 公 物と して 天下を 統御せられ 給 ふので ある。 人民を 指 
して 公民と いふ も 之れ がた めで ある。 大日 本 帝國は 皇室の 御物で あると いふの 
は比の觀念に抵觸するものである。最後に古事記は各民族の系統を明かにして 
居る。 例へ ば 

此三柱の綿津見神は阿曇連等の祖神といつく神な$。(_) 

此 三柱の神は 胷 形の 君 等が いつく 三 前の 大神な $。(1) 

古事記 槪論 I 七 
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などの 類 •た。 而し て大國 主 刺に 「僕が 子等 百 八十 神」 と あるは 同 神の 一族で ある 0 
而してー書 ^ 據れば高御淹览1=神は子一千五}3座を布すとある。乃ち氏族(<:1巨) 
であつ て 氏族制度が 社 # 制度た ると 同時に 阈家 制度で あつたので ある。 孝 徳天 
皇大化 ニ 年、 郡縣 制を 行 a 、 民族 制度は 阈 家ょ. cv 離れた が 各人は 典の 家族に 屬 する 
と同時に氏神を敢崇すると以前の如く以て今日に至つて居る。今日の日本\ょ 
宗敎の如何を問はず、其の祖神の氏子として、之れを敢患して店るのである。冬 ^ 
庭は 氏神を 祭 3、 同時に 氏神の 因 4 て 出る 所の 天照大神を 祭 6 つ、 あるので ある 0 

四 天の 御 柱とは 何 か 

伊邪那岐伊邪那美ニ神が淤能莊呂嶋に天降ぅまし天の御柱を見立て /\ 尋殿を 
見立てと いふ 乙 とが ある。 此の 天の 御 柱とは 何 どや。 余は 之を 以て 宗敎的 の 者 
な. CN とする ので ある。 日本書紀には 

ニ 神 於 是降居 彼 ^ 。 因 欲共爲 夫婦 產 出洲阈 。便以 礅馭 盧嶋 。爲國 中 之 柱。 
として ある。 本 思 宣畏は 「趣 異なる が 如く なれ ども 彼の嶋 の 成れる は 此殿の 柱を 



立つべき 某の 成れる k て 其の 站も卽 ち 柱 なれば た C 同じ 乙と な. CV とい ふて 居る 
が峨を以て柱となすといふのと、嶋の中に柱を立てたといふのとは明か ^ 莖つて 
居る。 古事記 通玄解 ( 吳來安 撰) に 日く。 

天 之 御 柱。 天 之中標 也。 树傘 之柄處 也。 於 今。 北極星 居所 正 下 也。 

と。 大 八洲 終 營の 中心、 目標 地の 意と なすので ある。 書紀 一書には 
化 作八尋 殿。 又化竪 天柱。 

とある。卽ち八尋殿以外に、天柱を竪てられたとするのである。穂積重胤日本嘗 
紀傳の說も亦大同小異である。其の他多くの說があるが所謂大同小異で別に擧 
げる 必要 もない やぅ だが 聊か 參考 のた め 一ニを採錄する。舊事本紀は碰駿 ;1 岛 
k 指 立てた る天瓊 矛を 以て 國 中の 天柱と して 居る 0 

以天 瓚 矛 指 立於礮 馭盧岛 之上以 爲國中 之 天柱 • 

日本 紀略 正 # は 日本 紀と 同じく、 礮馭 盧岛を 以て 國 中の 柱と して 居る。 卽ち 全國 
の 中心で ある。 

便以礮 馭廬島 爲國中 之 柱 

古事記 槪論 
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天 之 御 柱は 八尋 殿の 柱な ぅ。 (村 上 忠 順 * 事 記 標註) 

天 之；^ 柱は 八尋 殿の 柱と なるべき ものである。 上古の 建築では ま づ 中央の 生 
を 地に 掘- CV 立てた ので ある。 婚姻に 先立つ て 新 夫婦の 住むべき 家を 新築した と 
は 海 葉 集に も 見えて， Q るが 後世 結婚した 新婦を 新造と いふの^ 3 乙の 風 ^ が 言語 
上 ^ 殘つてゐるのである。(次出满、古事記新8 

「見立て」の「見」は自ら其場にあつて事を成す意の接頭語である0卽ちょく見と^, 
けて 立てる 意で ある。 見送る 見極める、 見取るな ども 同じ。 親しく その 事を する 
意で ある。 (同上) 

彼 矛を 大地の 鎭 固の 柱と した ^ へるな 60 是を 以て かの 漂へ る 物 凝結して 漸 
々 k 締 6 堅 ま- CN 此國 土は 如此 ic 成就るな. CV 。 乙 れ にょ- 神 窝 及 天 ^ の 御 殴の屮 
义に柱を立て、齋柱天之御柱、心の御柱など稱へて靈きものとし後世まで人家に 
大 輙 柱と い ひて立てるにて顯宗天皇の播磨の縮見屯倉が新室壽の御言 ^ 「築立柱 
者此 家長 之 御 心之鎭 也」 と 詔る 如く 乙の柱を家主の心を鎭る表物とせるは全く瓊 
矛を立て火地を堅め給へる神業に朁へる乙とを知るべし。辨れば&ょ國中の_ 



柱の 動き 無き が 如く 共の 心を 鎭め 治めて 假に名 動き 移ら ふこと なく 平 か、」 安ら 
かに 在るべき とぞ 。(久 保 季兹 神代 敎義解 ) 

又釋 日本 紀 R は 

私記 日。 問。 何故 謂 之國中 哉。 ◦答。 言 以此岛 爲國中 之 柱。 或說 。此岛 5 

俯 天地 之 中 故 云國中 者。 甚非 也。 〇 又 問。 此柱 何物 哉, 〇 答。 古說 B 。 天 

神 所 賜遨矛 旣探捋 磡馼 盧島畢 。卽以 其 矛 衝立 此岛 爲國柱 也。 卽其矛 化爲小 

山 也。 今 如此紀 者。 以礮 馭盧島 爲國柱 也。. 其實以 此小山 爲 之。 今 又 衣 古 說 
耳。(釋ロ本紀) 

阈 中の 柱と いふのは 全國の 中心 又は 根本 目標と いふ 様な 意味で ある。 此觀 念は 
餘程 進歩した る 者で ある。 政治的 統制 的の 意味に 於て する 者で、 今日に て も 可 ^ 
か 中心を 立て、 一種の 圃體を 作る ものであるが 其れと 全然 同じ 觀念 である。 其 
れを餘 つて 素朴 的な 宗敎 儀式が 行 はれる とい ふことは 思想の 混淆、 時 セり 錯； で 
ある。天の御柱 ^ 就いては一層原始的なる意味を發見しなければならぬと&弋 
瓊矛が岛となぅ、岛が中心であるなどいふのは要する ^ 詰らぬ話で唯附けた{と 

古事記 概論 
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して 置いて 宜い もの だ。 心の 鎭めな どい ふが 此れ も 今日の 思想で 中心を 立つ る 
ので あるから 其の 意味が あるのは 勿論で あるが、 唯 共れ 丈では ない 樣だ 。神社に 
は赀地中に掘う立てたる柱があるが其れが中心であるから天之御柱も亦此れだ 
といふのも要する ^ 今日の思想である。 今日の 思想に 於て は 極めて 簡眾で 明白 
である。 又 中心と いふ m 心 想の あるのは 勿論で あるが 其れ丈では あるまい と 思 ふ。 
乃ち古事記 ^ 由{て見ると「天の御柱」は夫婦の道をなす所以の大切なるものであ 
る。卽ち宗敎的に見ても亦社會的 ^ 見ても根本的なるものである。 

古事記に據れば男神、女神に問ふ。汝が身は如何に成れるかと。女神答へて 
日 ふ。 吾が 身は 成う 成うて 成*^ 合は ざる 處ー處 あみと。 男 神 日 ふ。 我が身 
は 成. CS 成. CN て 成- ^餘れる處ー處あうと。故 ^ 吾が身の成う餘れる處を以て 
汝が 身の 成う 合は ざる處に刺し塞ぎて國土を生成せん ^ 。如何んと。女神 
答へ て 日く。 善しと。男神日ふ。然らば吾れ汝と是の天の御柱を行き迥6_ 
逢 ひて みとの ま r は ひせな と。 此く 云； s 終.^ て、 汝は 右ょ 6 廻 6 逢へ、 我は 左 
ょ6砸ゥ逢はんと約し竟$て廻る時に、女神ょり*先づ「愛する男ょ」といへ6、後 



に 男 神 f 愛する 女ょ〗 とい ふ。 言 a 竟 6て男神、女神に吿げて日ふ。女人先づ言 
ふ は a 力らず と 
此の後 ^ 古事記には直ちに 

雖然 。久 美度邇 興而 。生 子 水 蛭 子。 此子 者。 入 葦 船 而流去 。次 生淡嶋 。是 
亦 不入子 之 例。 

とある。卽ち天の御柱を廻る大禮の中、女人の先き ^ 言ふ丈は誤つて居たが「くみ 
どに 興して」 とい ふので ある。 「くみ ど」 は '? もう ど」 で寢 室で ある。 寢 室に 行いた の 
である。 して 見れば 「くみ ど」 と 天の 御 柱とは 全然 別の もので あう、 又 別の 處に 在る 
ものと思はれる。然らば天御柱は八尋殿と如何なる關係あるかといふ ^ 先づ柱 
を 立つ ると いふは 底津石 根に { ■« 柱 布 刀斯理 とい ふと 同様の 言 ひ 方で あらう。 宣 
長は 「か、 れば今 ニ 柱の 神の迥 う賜ふも彼の八尋殿の御柱どもの中 ^ もその中央 
^ 立てる御柱な$けんかし」といふて居るが 3 うだらう。卽ち八尋殿の外 {2: 獨立 
せる のでは ないだら う。 

其れ丈のことではその御柱と其れに伴ふ儀式とを解釋することは出來ない。. 
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そ 乙で 五-人は男女の結艘に關しそれに類する習慣の世界に存せる者を見なけ1 
ばなら ぬ。 余は 嘗て ク リッ フォー ドノ ゥァ f ドの 性の 崇拜 (sex worship ) に 於て 
男根が 柱と して 象徴せられ て 居る 數 多の 例證を 讀んだ 。今 其の 一二 例を 引 明し 
て 見る と。 

陽莖の形を精密に表はした像は、古代に於ては甚*た普通なるものであつた。 
此れ等は あらゆる 形 及び 種々 の大 3 R 造られ* 石膏 製の もの 多く、 木、 石、 象牙、 製 
の もの 名あつた。時には勃起せざる狀にも造らる、が己は|般 ^ 其の形小 
にして ^ 人が 御 守と して 帶び たので あつた。 此の 如き 御 守は 今猾 印度の 生 
殖器崇 拜者 中に 行 はれ、 其の 多くは 形 小 5 く、金銀象牙水晶又は聖き木材にて 
製せられ、腕胸及び頭布に着けるのである。 3 れど此れ等の陽莖像中最も普 
通なる は. 直立の 形を 表は せる もので、 其の 形の 陽莖が 最も 能く 造物主の 神性 
を 示め すと 認められた ので ある。 此 像を 家の 守護神と して 用ゐる 時には 凡 
そ 實物大 ^ 造へ宗敎上の祭禮及び寺院にて用ゐる時は特に大きく之を造ぅ 
時としてはニ三十吸の高 3 に達せしめ他の部分も之れに應じて大きくした。 



r ウィ ナス 祭の 時) 多くの 信者が 此陽 像を 以て 神 其 者と 同一視した ことは 今日 
多數の 人が 聖母 及び 十字架 上の 聖像に 對 すると 全く 同じく. 其の 恭敬 崇 信は 
等しく深厚誠實なるものでぁった。男性造物主の前に跪きて子を祈った女 
は、聖母及び天父 ^ 對して福を祈る婦人 ^ 比して其の熱誠貞實に於て何等異 
る 所がな かつた。 



リン ガの 禮拜は 印度に 於て は 重要に して 缺く 可らざる 宗敎的 儀式で 規定の 
儀式に從って如法に之を行ふ時は、十六條の要件を守るべき入念の式でぁる0 
信者は 先づ 沐浴して 身を 淸淨 にし、 淸め たる バタ、 蜂蜜、 甘蔗の 汁を 以て リン ガ 
を 洗 ひ、 花香’ 燈火 、果實 等 諸種の 食物を 供へ、 繰う 返し 祈 禱の辭 を 述べ， 其の 像の 
邊 ic 步み' 又 其の 前に 身を 屈めな どす る。 



村々にては、其の地の最も目立ちたる所に高3ニ三呎のリンガを其の村全體 
古事記 概論 11 五 



古事記 槪論 ！|六 
の魔除として立てる。其の村の娘ゃ妻たる者は、早朝恒河の水を以て之に注 
ぎ、花冠を以て之を飾ぅ、其の身を之に擦ると共に一定の呪文を唱し子寶を授 
•からん ことを 願 ふ。 ( 顏 fs の) 

甘ハの前に身を屈めて子寶を得んとする處など注意すべきでぁる。之を何〗6て 
•--1 みとの ま ぐはひ」をなすと同じ思想の樣でぁる0又其の形狀 ^ 就いては、 

此種の 陽 的 表象 中には 柱狀 をな す 者が 多い。 直立せ る 大陽莖 が 如何にして 
因襲 的なる 柱 狀と變 じた 力を 知る ことは 困難で ない。 卽ち大陽莖は常に柱 
狀をなすが故 ^ 、普通の柱狀の木又は石が其の表象として用ひらる、に至つ 
たのでぁる。而して柱狀は容易に*迅速に又多額の费用を要せずして製する 
ことが出來、又明瞭に其の目的となるものを表示するが故 ^ 陽的表象中最も 
普通 ^ して最毛多數なる者のーとなつた乙とは敢て怪しむに足らぬ。(5) 
卽ち柱 形と なつて 居た とい ふ點は 注意すべき だ。 日本に 於て は 柱を 廻つ て 男 
女の 大禮が 行 はれた。 相 a 同じと いふても 宜 いと 思 ふ。 斯 くして 私は 天の 御 柱 
を 立つ るは 此 種の 宗敎的 意味に 於て する 者では ないかと 思 ふ。 



寺の 女房を 大黑 とい ひ、 大黑 天の 頭巾は 男根を 示め し 居る 乙と 及び 家の 中央の 柱 
を 大黑 柱と S CA 、 •史に 神社の 中心の 柱は 地中ょう 立つ る ことな どは 併せて 考ふべ 
き だ。 

道德 上ょ 6 之を 見る に 支那には 男性を 尊ぶ 所の 儒敎と 女性を 尙ぶ 所の 老敎と 
が あつた。 前者は 陽を 主と し、 後者は 陰を 主と する。 佘は思 ふ。 前者は 男根 崇拜 
を 代表せ る敎義 であう、 後者は 女 根 患 拜を 代表す る敎義 である。 前者は 表面的で 
あう •後者は 裏面 的で あると。 天の 御 柱を 立つ る 所の 日本の 道徳は 儒敎 R 類して 
居る。故に先づ男性1尙ぶことを敎へて居る。^神が男神に先き立つて言へる 
がた めに 不良の 子が 生れた とい ふ。 此れにて日本道德の大綱は定まつたるもの 
とい ふべき である。 

五禊祓 のこと 

川に入6て身體を淨むるはョハネがィエスをジョダダン河に沈めたのに * う 
てへブラィ ^ もあつた乙とが分る。洗禮は其の遺風である。 印度人 も 亦 穢れを 
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惡みガ ンデス 河に 投じで 淨め る。 所に ょつ ては 其の 水は 極めて 不潔なる も 河 其 
著を 以て 神聖と なし 居る ので ある，。 マレィ人が宗敎の祭日に於て川に入るも亦 
避れ である。 フィリッピ ン R 於ても 亦此 風が ある。 佛 敎の灌 頂が 其の 遺風なる 
ことはいふ迄もない。支那に於ては堯天下を許由に讓らんとす。由が聞いて耳 
を 洗 ふたと いふ。川にて身體を洗ふ乙とが同時 ^ 精神を潔くすることになつて 
居る ので ある。 日本に於いては男神、女神の死せる室に入6て歸$ 

吾は いなし乙め、し乙めき穢き國 ^ いた6てあぅけ6。故に吾は御身の禊ぎ 
せな 

と詔ぅた爻ひ筑紫日向の橘小門の阿波岐が原に坐して禊祓せられたことがある。 
鍥祓は日本の根本的なる觀念の一っである。何事にょらず穢れを惡む。生々を 
尙ぶ 所の 日本人と しては 死を 惡む乙 と 亦 太 甚だし い。 天 若 日子が 死んだ。 父母 
妻子 等 悲んで 喪屋を 作々 て 居る。 阿 遲志貴 高 日子 根 神が 弔問に 來 た。 其の 容貌 
天 若 日子に 類せ るを 見て、 父母 妻子 誤って 死せ ずと なした。 高 日子. 根 神 怒ぅて 何 
んど再を穢き死人 ^ 比するといひて十掏の劎を拔いて共の喪厘を切ぅ伏せた。 



をして後世終 ^ 觸穢の胬慣すら生ずるに至つた。而して神社に於ては六月十ニ 
月の 兩度、 晦日を 以て 大祓 を 行 ふて 居る。 淸淨 潔白を 好む の 至 6 である。 

註 ^ 日く。穢れは身心兩方面に涉3て存在する者である。而して穢れを來 
た す 所の 原因と 之を 淸むる 原因と ある。 卽ち男 刺がパ門に於て先つ初めに 
f 上つ 瀨は瀨 速し、 下つ 瀨は瀨 弱し j と 詔 ひ、 初めて 中つ 瀨 R 於て 滌ぎ給 ふた 時 成 
うませる御神の名は八十禍津日神。次ぎに大禍律日神。此のニ神は其穢き 
MJ 繁 かう し國 R 到 $し時汚垢に因$て成6ませる神である。次ぎ ^ 其の禍 
を直ほ3んとして成うませる神の名は神直毘神。次ぎに大直毘神。云云で 
あつたと いふ。 古事記の 此文に 據れば 善 惡ニ神 あう。 惡 神は 穢れを 作う， 善 
神は 之を 祓はん とする ものである。 若し 廣義 に 之を 解釋 すれば 人間の 身心 
を惡るくする所の活動と善くする // の活動とがある 此の ^ 釋はノの ^ 學 
的 根性を 最も 善く 滿 足せし むる もので 宣 長の 如き も旣 に之れを用ひて居る。 
今日の 解釋 JC すれば 徼菌は 身 體の惡 神で あ 6 、 ホルモンは 善 神で ある。 從來 
の神道家が身體の惡るいのは自然 ^ 直るものであるといふたのは暗に之れ 
古事記 槪論 ニ 九 
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に 合して 居る。 兎に角 古代に 於て 此 種の 思想の 存在して 居た ことは 注意す 

べきで ある。 • 

/ . • 

六 古事記を 讀む 態度 

左 氏 傳を讀 む 時は、 吾人は 引き締められ 壓搾 機を 以て M 搾せられ る 樣な感 がす 
る。 左 氏の 文章が 緊ぅ居 るが ためで ある。 古事記を 讀む 時の 感は 全然 之れ と 違 
つ て 居る。 汪洋蕩 々である。 バィブルを 讀む 時は 記事の 極めて 詳密なる ため 技 
巧 的繁脞 的の 感が する。 古事記を 讀む 時の 感は 全然 之れ と 違つ て 居る。 素朴 的 
易簡 的で ある。. ‘ 

古事記は 其の 當時に 於て 極めて 眞 面目で あ々、 極めて 自然 的で ある。 男女 ニ 神 
の 天の 御 柱を 廻 A 給 ふ 時の 會 話の 如き、 大國 主神、 及び 其の 嫡后 等の 歌の 如き 顔を 
外向け て 過ぐべき こと も 古人に 取つ ては 平氣 であつ たので ある。 君臣の 分は 定 
坌6、親子の情は濃かであつたが自然主義が殆んど古人を支配しつ、あつたが如 
くである。同母のものの結婚は禁ぜられて居たが^^^;^。其の他 ^ 於ては凡て 



が 殆んど 何等の 制裁な か 6 し 者の 如くで ある。 野蠻人 又は 古代に 於て は トーテ 
ム 制を 始め 支那の 禮の 如く、 文明 人ょ々 も遙か に 繁脞 なる 裁 制が あるが、 日本の 古 
代は 極めて 簡單 であつ た。 自然の 有. CN のま、 とい ふても 宜い様 な もの だ。 而も 
大なる 弊害は なかみし 者の 如く 日本には 何等の 敎訓 もなかつ たが 支那から 輸入 
して 之を 敎 へたので ある。 國粹 論者 例へ ば 伊勢 貞 丈の 如きは 日本には 道が 自ら 
行 はれて 居て 其の 必要が なかつ たので あると いふて 居る。 貞 丈の 言は 瘦 我慢の 
樣だが亦一理あ$といふべきだ。之を言語上ょ$見る ^ 鹽許袁呂許袁呂 ^ 00 に 
畫き 鳴らして いひ、 內は富 良 富 良 外は 須夫須 夫； J パと いへ るが 如き 今日の 人 か 
ら 見る と不眞 面目の 樣だが 古人に 在つ ては. 平々 凡々 の 常事で あつたの である。 

吾人は古事記を讀んで、今日の文明人がー面 ^ は極めて嚴格なる生活をなしな 
がらー面には極めて自由放縱なるとは其の趣きを異にし內外|貫平々亘々たる 
を 見る。 古事記を 讀んで 低級な 6 となす は 誤. CV である 〇 今日の 人の 表裏を 平均 
すれば則ち击人と同樣である。 文明とは 表 連の 明かなる をい ふが 如くで ある 0 
吾人は 古事記を 讀んで 原始的 なれ ども 朗か なる 心 持を 感导 するとが 出來 る。 

古事記槪論 三 j 
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